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市政だより
人口の動き 法律相談日

10月1日現在前月比 11 11月18日(木〉

人口計 61，881+7611 11 9時30分-15時
男 29，792+2911 
女 32，089 + 47 11市役所市民相談室

世帯数 16，656 +411 お気軽にどうぞ
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勤務交代の点検

事故現場での救急活動(写真上)

「救急出動……」の伝達をする通信室f 救急操法訓練

救 急業務

「救急出動、00で交通事故発生Jと通信室からスピーカー

で流れ、一瞬緊張がみなぎる。

昭和41年10月消防署に救急車が配備されてから、 満10年を迎

えました。

署員は、日ごろ器具の点検、取扱い、処置の仕方など厳しい

訓練を重ねています。

昭和50年10月から51年9月までの 1年間、出動した回数は

624回で、交通事故によるもの 167件、 急病人 288件、その他

169件となっています。

市民の大切な生命を守るため、救急病院との緊密な連携のも

とに努力を続げています。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集人/総務課長立石直衛印刷所/九州凸版株式会社

O 

，戸、

乙

乙

を

と

じ

て

く

だ

さ

し、

O 



? 事故，~よ}1. 1(":.h;正お三
1 品
、ぜ

@
運
転
者

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い

.
ス
ピ
ー
ド
は
出
さ
な
い

.
一
旦
停
車
を
守
る

・
車
間
距
離
を
十
分
に
と
る

@
歩
行
者

-
横
断
歩
道
を
正
し
く
渡
る

.
斜
め
横
断
を
し
な
い

・
飛
び
出
し
を
し
な
い
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今来

教

コーに
同

文

化

週

間

@
自
転
車
利
用
者

・
二
人
乗
り
は
絶
対
し
な
い

-
右
折
、
左
折
な
ど
の
合
図
を
よ

く
す
る

-
狭
い
道
か
ら
広
い
道
に
出
る
時

は
必
ず
止
ま
る

-
自
転
車
の
点
検
整
備
を
よ
く
す

る
薬
物
・
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シ
ン
ナ
ー
な
ど

乱
用
を
防
止
し
よ
う

十
月

l
十
一
月
は
、

全
国
い
っ

せ
い
薬
物
乱
用
防
止
月
間
と
し
、

覚
せ
い
剤

・
麻
薬
及
び
シ

ン
ナ
ー

ト
ル
エ
ン
な
ど
の
有
機
溶
接
等
薬

物
の
乱
用
及
び
弊
害
の
根
絶
を
期

す
る
た
め
、
全
国
で
広
く
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
市
で
も
十
一
月
末
日
ま
で
を

乱
用
防
止
月
間
と
し
て
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
方
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ム
販
売
庖
で
は
、

青
少
年
が
買
い

に
き
た
ら
目
的
を
確
か
め
、
何

回
も
買
い
に
き
た
ら
通
報
し
て

下
さ
い
。
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選
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シ
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(
そ
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一

一

明

る

い

選

挙

実

現

の

た

め

一

一

ω後
援
推
せ
ん
の
運
動
こ
ろ
へ
心
の
乙
も
っ
た
推
せ
ん
一

一

乙

の

人

を

当
選
さ
せ
、
し
っ
文
を
書
い
て
送
っ
た
ら
よ
い
で
一

一
か
り
活
動
し
て
も
ら
お
う
と
い
し
よ
う

。

一

一
う
人
が
集
っ
て
「
出
し
た
い
人
」
候
補
者
が
ま
と
め
て
証
明
書
一

一
を
お
し
出
す
こ
と
が
本
来
の
後
と
一

緒
に
郵
便
局
の
窓
口
に
差

一

一
援
会
活
動
で

す

。

し

出

し

ま

す

。

一

一
市
民
と
し
て
政
治
参
加
の
機

投

票

日

の
前
日
ま
で
に
配
達

一

一
会
で
す
か
ら
、
有
志
の
人
が
力
が
終
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
一

一
を
あ
わ
せ
て
「
出
し
た
い
人
」
早
自
に
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
一

一
を
出
す
運
動
を
す
す
め
ら
れ
る
ま
す
。

一

一
ょ
う
希
望

し

ま

す

。
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演

説

会
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応
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士

一

一

ω選
挙
運
動
用
は
が
き

個
人
演
説
会
や
街
頭
演
説
の
一

一
熱
心
な
支
持
者
な
ら
、
こ
の
場
所
で
、
候
補
者
を
推
せ
ん
す
一

一
は
が
き
を
利
用
し
て
「
乙
の
人
る
演
説
を
す
る
乙
と
が
で
き
ま
一
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一

は

あ

と

ひ

と

押

し

」

と

い

う

と

す
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一

51年10月25日

登

記

相

談

日

を

開

設

近
年
、
土
地
開
発
や
住
宅
建
設

な
ど
の
進
展
に
伴
い
、
登
記
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
も
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

登
記
は
、
公
の
帳
簿
で
あ
る
登

記
簿
に
記
載
し
、
そ
の
人
の
権
利

の
対
抗
要
件
が
法
律
的
に
確
定
さ

打
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
登
記

の
必
要
性
は
認
識
し
な
が
ら
も
、
‘

な
か
に
は
そ
の
手
続
き
な
ど
の
知

識
が
乏
し
い
た
め
、
問
題
に
で
く

わ
し
て
は
そ
の
解
決
に
苦
し
み
、

日
月

1
日
1
7
日

芸
術
文
化
に
親
し
み
ま
し
ょ
う

ム
使
用
者
(
職
場
な
ど
)
は
、
保

管
を
厳
重
に
し
、
盗
難
防
止
に

心
が
け
、
使
い
残
り
の
保
管
に

も
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ム
家
庭
で
は
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の

危
険
性
を
正
し
く
認
識
し
、
子

供
の
行
動
、
態
度
、
所
持
品
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
買
い
置
き
の

シ
ン
ナ

ー
な
ど
に
つ
い
て
も
保
管
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う。

ム
吸
入
し
て
い
る
人
、

乱
用
者
を

発
見
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
通
報
し

て
下
さ
い
。

大

村

警
察
署
③
|
一
一
二
二
六

少
年
セ
ン
タ
ー
②
|
四
三
二
一

11 

12 

内規
則
を
守
り

交
通
事
故
を
追
放

現
在
、
一
交
通
事
故
が
噌
加
し
て

い
ま
す
。

死
亡
事
故
は
七
人
が
犠
牲
者
と

な
り
、
昨
年
末
之
同
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。

秋
の
行
楽
シ
l
ズ
ジ
で
、
長
距

離
ド
ラ
イ
ブ
な
ど

q機
会
が
多
く

な
り
ま
す
が
、
次
の
事
を
良
く
守

り
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

月

日

あ
る
い
は
不
測
の
損
失
を
被
む
る

乙
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で

市
民
の
便
益
を
図
る
た
め
専
門
機

関
の
協
力
を
得
て
、
毎
月
一
回
無

料
登
記
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
。

登
記
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
わ

か
り
に
な
ら
な
い
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

日
時
十
一
月
十
二
日

午
前
九
時
三
十
分

l
午
後
三

時
三
十
分

場
所

市
役
所
市
民
相
談
室
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令長

郷

土

の

文

化

財

来
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
楽

体
育
功
労
者
賞

辻

田

義

徳

さ

ん

外

りむおお市政だより

十
月
十
日
「
体
育
の
日
」

市
民

球
技
大
会
の
開
会
式
で
、
永
年
に

わ
た
り
社
会
体
育
の
普
及
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
と
、
本
年
度
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
選
手
が
表

彰
(写
真
)
さ
れ
ま
し
た
。

。
体
育
功
労
者
賞

辻
田
義
徳
さ
ん

池
野
和
義
さ
ん

田
原
澄
夫
さ
ん

を

大

し

切

森
林
亀
雄
さ
ん

牛
嶋
知
孝
さ
ん

中

村

勝

さ

ん

永
年
に
わ
た
り
社
会
体
育
振
興

に
寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
。

。
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

中
島
泰
こ
さ
ん

大
村
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
連
続
十

一
年
受
賞

・
昭
和
五
十

一
年
度

全
日
本
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
五
十
歳
以
上
の
部

優
勝
、
そ
の
他
。

@
ス
ポ
ー
ツ
賞

大
村
市
卓
球
チ
ー
ム

昭
和
五
十
一
年
度
全
国
都
市

対
抗
卓
球
大
会
に
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
と
し
て
出
場
、
そ
の
他

ま

よ

つ

し
向
陽
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
ゲ
部

国
体
九
州
予
選
、
団
体
優
勝

そ
の
他
。

田
崎
靖
昌
さ
ん
(
銃
剣
道
)

九
州
大
会
団
体
優
勝
の
原
動

力
と
な
る
。
そ
の
他
。

野
口
和
彦
さ
ん
(
漕
艇
)

昭
和
五
十
二
牛
世
界
ジ
ュ
ニ

ア
漕
艇
選
手
権
大
会
日
本
代
表

出
場
(
オ
ー
ス
ト
リ
ア

Y

そ

の
他
。

野
中
英
雄
さ
ん
(
七
十
一
歳
)

好
臼

定

さ

ん

(
七
十
歳
)

第
九
回
国
際
高
齢
者

マ
ラ

ソ

ン
大
会
(
ロ
ン
ド
ン
大
会
)

十
回

ロ
l
ド
レ

1
ス
出
場

。
優
良
団
体
賞

柔
道
会
の
隆
盛
に
貢
献
さ
れ
た

⑤
町
総
代
連
合
会

感

謝

状

森

憲

次

さ

ん

永
年
、
市
民
球
技
大
会
の
運
営

指
導
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の

高
場
に
貢
献
さ
れ
た
。

大
村
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

永
年
に
わ
た
り
協
会
挙
げ
て

社
会
体
育
の
普
及
振
興
に
尽
力

さ
れ
特
に
競
技
人
口
の
拡
大
及

び
指
導
育
成
に
精
励
さ
れ
た
。

大
村
警
察
署
柔
道
部

永
年
に
わ
た
り
柔
道
愛
好
者

の
指
導
育
成
に
尽
力
さ
れ
本
市

市

民

球

技

大

会

成

績

地
区
予
選
参
加
チ

l
ム
数

O
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ハ)
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

⑨
ソ
つ
ト
ボ
!
ル
の
部

優
勝

上
久
原

準
優
勝

下

諏

訪

三
位

植

松

、
竹
松
本
町

一
四
六
チ

l
ム

六
五
チ
1
ム

⑨
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

優

勝

黒

丸

準
優

勝

松

並

三

位

東

本

町
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巡
回
援
護
相
談

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

巡
回
援
護
相
談
を
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
の
で
、
旧
軍
人
、
軍

属
、
準
軍
属
.
遺
族
の
方
は
ご
利

用
下
さ
い
。

日
時

十
一

月
十
八
日

午
前
九
時

l
十
二
時

佐
世
保
市
役
所

長
崎
県
援
護
課

場
所

主
催
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長
期

低
利
で
融
資

雇

市政だより

雇
用
促
進
融
資
と
は
、
公
共
職

業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
数
以
上
の
労
働
者
を
雇
い

入
れ
る
事
業
主
、
ま
た
は
事
業
主

の
団
体
に
労
働
者
住
宅
及
び
諸
施

設
等
の
設
置
、
ま
た
は
整
備
の
た

め
の
資
金
を
長
期
、
低
利
に
融
資

し
て
労
働
者
の
雇
用
の
促
進
と
企

業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
よ

う
と
す
る
制
度
で
す
。

受
付
期
間
昭
和
五
十
二
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
(
貸
付
わ
く
に

園
児
と
力
を
合
せ
て

券経

用

促

進

資

金

達
し
次
第
締
め
切
る
)

貸
付
対
象
施
設

O
労
働
者
住
宅

t
社
宅
、
寄
宿
舎

な
ど

O
福
祉
施
設

t
休
養
室
、
浴
場
、

食
堂
、
託
児
所
、
売
居
な
ど

O
職
業
訓
練
施
設

i
職
業
訓
練
の

た
め
の
教
室
、
機
械
な
ど

O
通
年
雇
用
設
備

l
ス
チ
ー
ム
ク

リ
l
ナ
、
被
服
乾
燥
器
な
ど

O
身
体
障
害
者
作
業
施
設
i
作
業

場
及
び
機
械

O
心
身
障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所

施
設
1
作
業
施
設
、
管
理
施
設

福
祉
施
設
な
ど

融
資
率
標
準
価
格
に
基
づ
い
て

算
出
さ
れ
、
中
小
企
業
主
九
十

銘
以
内
、
ま
た
は
八
十
Mm以
内

そ
の
他
の
場
合
は
七
十
箔
以
内

ま
た
は
八
十
銘
以
内

利
率
中
小
企
業
年
七
・
五
Mm

大
企
業
年
八
Mm

償
還
期
間
五

i
十
年
以
内
(
貸

付
対
象
施
設
の
内
容
に
よ
る
)

申
込
先
取
扱
金
融
機
関
(
銀
行

相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
)

問
合
先
県
雇
用
保
険
課
ま
た
は

公
共
職
業
安
定
所

設
備
資
金
が
無
利
子
で

借

り

ら

れ

ま

す

こ
の
資
金
は
、
県
内
の
中
小
企

業
者
が
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め

設
備
を
近
代
化
し
‘
合
理
化
し
よ

う
と
す
る
の
に
資
金
を
貸
付
け
る

も
の
で
す
。

貸
付
期
間

据
置
期
聞
を
含
み
五
年
以
内

こ
の
日
ば
か
り
は
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

十
月
十
三
日
、
心
配
さ
れ
た
雨

も
あ
が
り
、
清
和
園
で
市
長
は
じ

め
福
祉
関
係
職
員
並
び
に
中
央
保

育
所
園
児
七
十
人
が
参
加
し
て
運

動
会
を
聞
き
ま
し
た
。

競
技
は
、
特
別
に
つ
く
っ
た
コ

ー
ス
で
開
始
し
、

盛
り
沢
山
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
玉
こ
ろ
が
し

な
ど
園
児
と
力
を
合
せ
て
の
演
技

日

月

間

日

は

技

能

の

清

手口

園

運

動

で
楽
し
く
す
ど
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
も
、
乙
の
日
ば
か
り

は
か
わ
い
い
園
児
と
一
緒
で
大
喜

び
。
最
後
ま
で
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い

で
し
た
。

ま
た
園
児
が
、
心
を
こ
め
て
つ

く
っ
た
絵
と
お
土
産
を
贈
り
、
帰

り
に
は
、
お
互
い
に
握
手
を
か
わ

し
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

限
摩
額

貸
付
対
象
設
備
購
入
価
格
の
四

十
五
Mm
以
上
五
十
銘
以
下
で
、

限
皮
額
は
二
十
万
円
以
上
八
百

万
円
以
下

利
息
無
利
子

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
、
ま

A、
2工

一
瀬
所
長
か
‘
h
J

一人浦
勧
役
へ

書
類
ハ

サ
ミ
を
贈
呈

日

け

月

は

技

能

尊

重

月

間

て

た
は
商
工
会
議
所
へ
。

清
和
国
へ

一
色
向
陽
高
校
生
田
ム
九
電
社
宅
子
供
会
安
藤
文
子
さ

た

崎

佳

子

さ

ん

外

十

ん

外

二

十

五

人

劇
、
歌
慰
問

し

五

人

、

劇

、

踊

り

梨

五

十

個

ま
歌
慰
問
、
手
拭
い
ム
大
村
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
堀
ノ
内
山• 

山

机

五

十

枚

先

生

外

六

十

五

人

、

歌

慰

問

、

ご

ム

大

村

民

踊

愛

好

手

づ

く

り

小

人

形

五

十

個

う
会
土
曜
会
吉
田
文
ム
本
町
八
木
館
映
画
招
待
、
お

と

校

さ

ん

外

三

十

五

菓

子

• 

…
山
人
舞
踊
慰
問
、
ム
日
本
専
売
公
社
大
村
営
業
所
、

あ

施

設

に

五

千

円

煙
草
小
売
組
合
婦
人
部
共
催
、

付

ム

ギ

フ

ト

セ

ン

タ

所

長

外

十

三

人

ゲ

l
ム
遊
び

寄

i
ろ
く
や
ま
新
生
舞
踊
慰
問
、
タ
オ
ル
五
十
枚
、

こ

ク

ラ

ブ

会

長

延

寿

梨

六

十
個
、
お
菓
子
二
十
袋
、

一
寺
靖
之
さ
ん
、
タ
チ
リ
紙
六
百
五
十
枚
、
石
け
ん

オ

ル

百

枚

五

十

個

、

花

二

束

、

歯

磨

一

個

書

類
ノ¥

サ

ミ

を

寄

贈

九

州

電

力

大

村

営

業

所

九
州
電
力
大
村
営
業
所
一
瀬
所

長
、
崎
永
課
長
、
浜
田
係
長
は
、

市
役
所
を
訪
問
さ
れ
、
十
月
十
八

白
か
ら
二
十
四
日
ま
で
実
施
さ
れ

た
五
十
一
年
度
地
域
対
話
強
調
週

間
の
行
事
と
し
て
、
婦
人
電
気
教

室
な
ど
案
内
が
刷
り
込
ま
れ
た
書

類
ハ
サ
ミ
百
枚
を
市
に
寄
贈
さ
れ

合
ナ
し
ゃ
ん
。

乙
の
外
、
町
総
代
連
合
会
の
地

区
代
表
を
招
き
、
電
力
の
現
況
に

つ
い
て
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、

同
時
に
「
地
域
の
み
な
さ
ま
と
心

の
ふ
れ
あ
い
を
」
と
の
テ

i
マ
で

地
域
住
民
と
の
対
話
の
推
進
を
さ

れ
ま
し
た
。

す
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ι お i

し j

り

せ

り

-

市

職

員

職
種
土
木
技
術
、
保
母

受
験
資
格

て
土
木
技
術
学
校
教
育
法
に

よ
る
四
年
生
制
大
学
工
学
部

(
土
木
科
)
卒
業
ハ
旦
込
)
の

人
で
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日

以
降
生
れ
た
男
子

二
、
保
母

.学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人
で
、
保
母
の
資
格
ま

だ
は
昭
和
五
十
三
年
三
足
三
十

一
目
ま
で
に
保
母
の
資
格
を
取

得
で
き
る
人
で
昭
和
二
十
九
年

四
月
一
，一
日
以
降
生
れ
た
女
子

三
、
大
村
市
内
居
住
、
ま
た
は
採

用
後
居
住
で
忌
る
人

申
込
期
間
十
十
月
五

l
三
十
日

第
-
次
試
験

、、汁
二
月
十
三
日

※
詳
し
く
は
市
人
事
課
へ

圃
青
年
海
外
協
力
隊

、
隊

M

員

〈''協
力
隊
壮
ケ
汐
ケ
ー
ケ
フ
リ
カ

お :むお市政怒より;

中
近
東
、
中
米
、
南
太
平
洋
の
開

発
途
上
に
あ
る
国
々
に
対
し
て
、

経
済
、
社
会
の
発
展
の
た
め
に
、

技
術
、
技
能
を
身
に
つ
け
た
心
身

と
も
に
健
全
な
日
本
の
青
年
を
派

遣
し
て
、
各
国
の
国
づ
く
り
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

資
格
満
二
十
歳
以
上
、
原
則
と

し
て
三
十
五
歳
ま
で
の
日
本
の

青
年
男
女
。

願
書
締
切
十
一
月
三
十
日
必
着

※
詳
し
い
資
料
は
市
社
会
教
育
課

に
あ
り
ま
す
。

-
大
村
陸
上
競
技

ク
ラ
ブ
員

真
の
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
、
健
麗

な
体
と
心
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
陸
上
競
誌
を
真
の
意
味
の
ス
ポ

ー
ツ
普
及
と
振
興
に
役
立
る
よ
う

企
画
心
て
い
志
す
。

名
称
穴
村
陸
上
競
技
汐
ラ
ブ

後
援
大
村
市
陸
上
競
技
協
会

対
象
男
女
と
も
小
学
生
以
上
で

丸
、健
康
な
入
。
勤
労
者
?

午
後
1
時

1
4時

申
込
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
を
記
入
の
上
滝
福
祉
事
務

所
内
中
島
与
四
郎
あ
て

申
込
締
切
十
一
月
十
五
日

コ
ー
チ
名
大
村
工
業
高
校
大

木
先
生
、
大
村
園
芸
高
校
久

米
先
生
、
大
村
高
校
沖
先
生

圃
2
級
技
能
士
訓
練
生

募
集
科
機
械
科
、
広
告
美
術
科

建
築
科
な
ど
二
十
九
科

受
講
資
格
実
務
経
験
が
あ
れ
ば

誰
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

学
歴
、
年
齢
、
性
別
は
不
問
。

、

訓
練
期
間
一
年

受
講
料
五
千
円

※
詳
し
く
は
諌
早
市
小
船
越
町
一

一
一
一
ニ
長
崎
総
合
高
等
職
業

訓

練

校

皿

②

l
二
三
二
三

注
射
と
検
診

圃

2
歳
児
健
康
診
査

異
常
を
早
く
発
見
し
、
健
や
か

な
心
と
体
の
発
育
を
促
す
た
め
に

行
い
ま
す
。

、

対
象
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
生
れ

及
び
同
年
五
月
か
ら
九
月
生
れ

で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い

な
い
人
?

日
時

、
十
一
月
九
日
‘
二
十
四
日

福

祉

ン

セ

タ

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
(
受

付
)

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
、
ご
持

参
下
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
通
知
し
ま

す。圃
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
も
健

康
相
談
を
受
け
て
い
な
い
乳
児
と

現
在
妊
娠
中
の
人
は
、
是
非
ご
利

用
下
さ
い
。

十
一
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

象対所場月

11月の日曜当番医

瀬15-7603

松尾外科

藤井内科

原医院

後藤医院

玖島町12-3574

1 

病(医〉院名

沢田医院

科

内科

内科・外科

産婦人科

町13-1234

竹

午前9時~午後6時

科

診 療 科 目

内

外

古

田川小児医院 |武

橋口整形

寺井医院

田 崎 医 院

科

d
斗
a

d

↓斤
1

整形外科

診寮時間

科児

四一
l
k
l
ト

1M
lh
M

一一川
ーll
i
-

-

内

外

ス
ポ
ー
ツ

圃
市
民
オ
リ
エ
ン
テ

l

リ
ン
ゲ
大
会

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
オ
リ
エ
ン

聞
か
れ
ま
す
。

テ
l
リ
ン
グ
大
会
が
次
の
と
お
り

期
日 市

民
多
数
ど
参
加
下
さ
い
。

十
一
月
二
十
八
日
(
日
)

(
雨
天
の
際
は
十
二
月
五
日
)

集集
A A 
CI .， CI 

時一J場
開所

コ
ー
スA

3
i
x
 忠

霊
塔
広
場

午
前
九
時
受
付

十

同

経

験

者
f

六八
回同

a

初
心
者

フ
7

ミ
リ

B
コ
l
ス

C
コ
i
ス弁

当
、
水
筒
.
赤
ボ
ー

ル
ペ
ジ

申
込
参
加
希
望
者
は
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
参
加
コ

l
ス
を
ハ

ガ
キ
に
書
い
て
市
体
育
課
へ
申

込
ん
で
下
さ
い
。

締
切
十
一
月
二
十
日

.
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト

合
ポ
ー
ル
大
会

持
参
品

参場‘期
員加所日
(資、
申格市十
学 、民一
校市体月
生ス育 P 二
徒ポ 、館 ，十
の l
みツJ ， 二
)少十
年三
団' 日
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-
市
民
音
楽
祭

目 白

時

市午十
民後一
会六月
館時十

開 三
演目

土

会
場

市政だより

入
場
料
無
料

出
演
団
体
市
内
音
楽
団
体

.第3
回
青
年
議
会

大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議
会
で

は
、
青
年
の
政
治
学
習
と
し
て
、

議
会
や
市
政
の
し
く
み
な
ど
を
学

習
す
る
青
年
議
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
十
一
月
十
四
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
品

会
場
市
役
所
第
一
会
議
室

内
容
一
般
質
問

議
案
審
査
報
告

-
大
村
文
芸
大
会

十
一
月
二
十
三
日

中
央
公
民
館

五
百
円

期
日

場
所

会
費

〈
川
柳
の
部
〉

宿
題
海
上
空
港
、
転
宅
、
舗
装

お
手
柄
、
靴
、
吉
目
、
五
穀

開
会
午
前
十
時

投
句
締
切

〈
短
歌
の
部

V

正
午

一
首
(
未
発
表
作
に
限
る
)

十
一
月
十
日
締
切

秦
美
穂
先
生
、
大
川
益

良
先
生
、
鈴
木
忠
次
先
生

送
付
先
京
町
四
O
|
五

鈴
木
忠
次
あ
て

開
会
午
後
一
時

〈
俳
句
の
部
〉

募
集
句
三
句

十
一
月
十
日
締
切

送
付
先
上
小
路
四
四
五

鶴
田
漁
長
あ
て

嘱
目
句
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

で
に
会
場
付
近
で
の
写
生
二
句

選

互

選

雑
諒

選
者-

8ミ
リ
自
作
映
画

鑑

賞

「
長
崎
8
ミ
リ
ク
ラ
ブ
」
の
ど

協
力
に
よ
り
，
第
二
回
8
ミ
リ
自

作
映
画
鑑
賞
会
'
を
聞
き
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
お
申
込
み
下
さ
い

日
時
十
一
月
十
二
日
(
金
)

午
後
七
時

t
九
時

中
央
公
民
館

場
所

作
品
名

①
ホ
リ
デ
イ
・
イ
ン
・
グ
ア
ム

(
十
八
分
)

②
山
寺
の
秋
〈
十
分
)

③
舞
う
波
の
花
(
六
分
)

④
長
崎
く
ん
ち
(
二
十
分
〉

⑤
皿
山
の
伝
統
(
十
六
分
)

申'申@
込込生日
先命Z

電あ
中話る
央で限
公受り
民付月
館け三

ま十
す分

国
家
庭
教
育
映
画
会

ぷ当、
Z丈

十
一
月
十
二
日
(
金
)

午
前
十
時
か
ら

中
央
公
民
館

無
料

あ
り
が
と
う
が
言
え
な
い

内
容
近
頃
の
子
供
は
あ
い
さ
つ

一
つ
満
足
に
で
き
な
い
、
と
い

う
こ
と
ば
を
よ
く
耳
に
す
る
。

あ
い
さ
つ
と
は
人
間
と
人
聞
を

つ
な
ぐ
ク
サ
ビ
の
よ
う
な
も
の

だ
。
そ
の
あ
い
さ
つ
を
、
民
主

的
な
意
味
で
考
え
直
し
、
子
供

に
ど
の
よ
う
に
し
て
し
つ
け
た

ら
よ
い
か
を
考
え
る
。

申
込
電
話
で
お
申
込
み
下
さ
い

申
込
先
中
央
公
民
館

久
原
郷
一
の
一
也
②
四
三
二
一

日
時

題参場
名加所

-
精
神
衛
生
週
間

精
神
衛
生
無
料
相
談
な
ど

十
一
月
七
日
か
ら
の
精
神
衛
生

週
間
に
次
の
催
し
が
聞
か
れ
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

①
精
神
衛
生
無
料
相
談

会
場
総
合
福
祉
セ
一ン
タ
l

日
時
十
一
月
九
日

t
十
二
日

午
前
十
時

t
午
後
四
時

お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

の
精
神
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

司

①
公
開
座
談
会

「
ア
ル
コ
ー
ル
と
精
神
葡
生
」

会
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

日
時
十
一
月
十
一
日
(
木
)

午
後
一
時
か
ら

飲
酒
に
よ
っ
て
お
こ
る
色
々
の

問
題
を
精
神
科
医
、
内
科
医
、
福

祉
関
係
者
な
ど
異
っ
た
立
場
の
方

々
に
話
し
て
も
ら
う
ほ
か
、
一
人

で
は
禁
酒
で
き
な
か
っ
た
が
仲
間

と
の
協
力
で
禁
酒
で
き
た
体
験
を

断
酒
会
会
員
に
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。お

酒
の
乙
と
で
悩
ん
で
お
い
で

の
方
は
、
是
非
お
聞
き
下
さ
い
。

主
催
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー

連
絡
先
県
立
東
浦
病
院
医
局

園
全
九
州
高
等
学
校

弁

論

大

会

十
一
月
二
十
日
(
土
)

午
前
九
時
か
ら

県
立
大
村
高
等
学
校体

育
館

九
州
各
県
の
代
表
四
人
ず
つ
、

計
三
十
二
人
の
参
加
に
よ
る
弁
論

大
会
で
す
。

日
時

場
所

市
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

そ

の

他

圃
稲
刈
・
み
か
ん
採
収

賃
金
が
決
ま
り
ま
し
た

農
業
委
員
は
昭
和
五
十
一
年
度

稲
刈
、
み
か
ん
採
収
な
ど
の
標
準

賃
金
を
次
の
と
お
り
決
め
ま
し
た

稲
刈
・
み
か
ん
採
収
賃
金

(
一
日
当
り
食
事
な
し
)

男
二
千
八
百
円

女
二
千
三
百
円

バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
る
稲
刈
料
金

，

十

α
当
り
七
千
円
(
食
事
な
し

結
束
紐
を
含
む
)
但
し
、
圃
場
な

ど
の
条
件
に
よ
り
二
十
労
以
内
で

料
金
の
増
減
の
請
求
が
で
き
る
。

圃
日
本
犬
飼
育
教
室

日
本
犬
(
柴
犬
、
四
国
犬
、
秋

田
犬
)
の
飼
育
指
導
を
審
査
員
の

先
生
を
招
い
て
行
い
ま
す
。

日
本
犬
を
お
持
ち
の
方
は
、
ふ

る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
十
一
月
二
十
三
日

午
後
一
時

場
所
市
農
協
グ
ラ
ン
ド

連
絡
先
東
三
城
町
日
本
犬
大

村
分
会
会
長
戸
島
英
二

E
②
|
三
四
六
回

-
国
税
だ
よ
り

私
た
ち
は
日
常
生
活
に
お
い
で

ざ
ま
ざ
ま
な
税
金
と
か
か
わ
り
あ

っ
て
い
ま
す
。

国
税
庁
で
は
「
〈
ら
じ
と
税
金
」

に
つ
い
て
¥
次
の
と
お
り
テ
レ
ビ

長
崎
で
放
映
し
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

放
映
時
間

午
前
十
一
時

t
十
一
時
十
五
分

十
一
月
の
放
映
日
と
テ
!
マ

六
日
文
化
財
と
税
金

十
三
日
み
ん
な
で
税
を
知
ろ
う

二
十
日
新
築
住
宅
と
税
の
還
付

二
十
七
日

-'
ボ
ー
ナ
ス
と
税
金
t

国
長
崎
・
対
馬
聞
を

毎

運

航
日

全
日
空
で
は
、
長
崎
・
対
馬
聞

を
毎
日
二
便
、
次
の
と
お
り
運
航

し
て
い
ま
す
。

期
間
十
二
月
二
十
日
ま
で

ダ
イ
ヤ

七
八
七
便
長
崎
空
港
発
午
前
十

時
二
十
分
l
対
馬
空
港
着
午
前

十
一
時
十
分

七
八
八
便
対
馬
空
港
発
午
前
十

一
時
三
十
五
分

l
長
崎
空
港
着

午
後
O
時
二
十
分

な
お
、
一
人
で
も
気
軽
に
行
け

る
対
馬
パ
ッ
ク
旅
行
も
あ
り
ま
す
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